
 

 

 

 

 

 

 

☆スキー授業の様子（1.2 年生）☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 平等に与えられるもの          里 舘 幹 彦  

1 月中旬から 2 月上旬にかけて、第 1 学年と第 2学年の生徒は、保健体育科で「スキー授業」が

行われ、学校外で学びを深めました。第３学年の生徒は、進路実現に向けて、日々の授業は、もとよ

り、面接練習などに真摯な態度で臨んでいます。 

 

 さて、世界中の人々に平等に与えられるもの、それは、「時間」です。毎日、24時間ずつ、し

かも、その 24 時間をどのように使うかは、自分の判断で自由に決めることができます。しかし、

「時間」を貯めておくことはできず、１日でリセットされ、戻ることもできません。 

 

 「時間」を有効に使うことは、とても難しいことです。私は、これまで、「時間」を無駄にして

しまい、何度も後悔してきました。ですから、生徒には、友達との時間、１人の時間、家族と過ごす

時間など、「今、この時は、もう戻らない」と考えながら、１日を過ごしてもらいたいと思います。 

 

 年度末となり、令和 4年度も、残り僅かとなりましたが、生徒との「時間」を大切にしながら、

ともに学校生活を送っていきたいと思います。保護者、地域住民の皆様におかれましては、引き続

き、本校の教育活動につきまして、御理解と御協力をお願いいたします。 

 

○大志～  

○文化～  

○平和～  

文責 里 舘  幹  彦 

                   

 

 

９（木）同窓会入会式（３年） 

    スクールカウンセラー 

１１（土）第５５回卒業証書授与式 

１３（月）振替休業 

１４（火）一斉委員会 

 

 

１７（金）参観日・懇談会 

２０（月）標準学力検査（NRT） 

２２（水）NINO 検査 

     大掃除 

２４（金）修了式・離任式 

 

 

２（木）公立高校入選（学力検査） 

   学年末テスト①(1.2 年) 

   テスト前部活動中止 

３（金）公立高校入選（面接検査） 

学年末テスト②(1.2 年) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆令和４年度学校評価について☆ 

アンケート結果の分析から、全体的に肯定的な

意見が多く、本校の教育活動に御理解をいただい

ていると感じています。（分析結果は別紙配付） 

生活面では、生徒の規範意識が高く、落ち着いた

生活につながっているものと考えます。また、生徒

同士は、互いに良好な人間関係を築き、充実した生

活を送っています。一層学校生活において豊かな

人間性を育む教育活動の充実に努めていきます。  

学習面においても１人でも多くの生徒が「分か

った」「もっと学びたい」を実感することができ、

達成感を得るために具体的な方策を立て、引き続

き生徒の学力向上に努めていきます。 

 令和５年度も学校・家庭・地域との連携を大切に

し、「沼田っ子でよかった」と思ってもらえるよう、

沼田ならではの教育活動を展開していきます。  

2 回（7 月、11 月）の学校評価アンケートへの

御協力ありがとうございました。 

 

☆新入生説明会（小 6登校）☆ 
２月 10 日（金）、沼田小学校 6 年生は、中学校

教員による特設授業（理 

科、外国語、音楽）を受 

けました。部活動体験で 

は、中学生と一緒に各部 

の活動に参加しました。 

4 月から、沼中生の一員 

です。待っています！ 

保護者の方々にも多数 

参加していただき、中学 

校の生活や学習について 

説明を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆和楽器「お箏」（音楽科）☆ 

音楽科の授業では、「基本的な奏法を身に付けよ

う！」を課題とし、お箏（こと）の演奏を学習して

います。こちらも伝統や文化に関する教育の充実

を目指すものであり、生徒が我が国や郷土の伝統

音楽のよさを味わうこと、愛着をもつことなどを

ねらいとしています。 

1 年生は、「さくらさ 

くら」、2 年生は、創作、 

3 年生は、基本演奏に 

挑戦しています。 

 

 

 

☆「あんどん絵」製作（美術科）☆ 

沼田町の地域伝統文 

化継承の取組として、 

全校生徒が「あんどん 

絵」の製作に取り組ん 

でいます。作品は、卒 

業式や入学式の式場ス 

テージ正面の装飾とし 

て掲示されます。土屋 

先生から、専門的な指 

導をしてもらっていま 

す。完成が楽しみです。 
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☆公立高等学校入学者選抜☆ 

3 月２日（木）、３日（金）の公立高校入選が目

前に迫ってきました。これから受検する皆さんは、

気持ちと体調を万全に整え、残された時間、自分な

りのベストを尽くしてほしいと思っています。 

受検当日は、自分を信じ、 

これまでの努力の成果を存 

分に発揮することを期待し 

ます。交通安全等にも十分 

注意しください。 

入選制度の変更について 

①推薦枠が学校ごとに設定され、これまでの中学

校長推薦から「自己推薦」に変わりました。全ての

道立高等学校が、「入学者の受入れに関する方針」

を公表しています。高等学校が目指すべき学校像

を実現するために、また、中学生が「入学者の受入

れに関する方針」に合った高校に出願できるよう

にするため、推薦による入学者の割合を（範囲内

で）学校ごとに決めることとし、併せて、中学生が

自己推薦できるようになりました。 

②進路の選択の幅をさらに広げ、公立高等学校へ

の入学を希望する中学生の進路希望がかなえられ

るよう、出願変更の条件が緩和されました。これま

では、当初出願した学科によって、出願変更できる

学科に制限がありましたが、当初出願した高等学

校、学科に関わらず、同一の課程の高等学校、学科

に、１回出願変更することを認められます。 

 入選に関わり、不明な点がありましたら、学校へ

お問合せください。（35－2850） 

 

 

 

 

 

 

屋根からの落雪等、冬型の事故に十分注意してください。注意深く、周囲を確認

し、危険と思われる場所には近寄らないよう、御家庭での御指導をお願いします。 


